
中里貝塚ワークショップ        

回 テーマ 主  な  議 題 主な資料 開催予定 

第１回 策定委員会  
７月 

書面開催 

第１回 

趣旨・目的の共

有化、中里貝塚

史跡広場につい

て 

  ワークショップの目的、内

容、スケジュール等の確認 

  過去に実施したワークショ

ップの内容の確認 

  中里貝塚の整備に関する意

見交換 

  事業の概要 

  過年度ワークショ

ップの内容の共有 

  ワークショップの

進め方 

 

８月 

書面開催 

第２回 策定委員会  
８月 

書面開催 

現地視察 
８月 

中止 

第２回 

ゾーニング計画

図の提示、整備

活用の具体案 

  中里貝塚３つのエリアの確

認 

  アンケート結果の確認 

  整備活用についての意見交

換 

 

  前回ワークショッ

プの振り返り 

  大判図面や模造紙 

９／６ 

（日） 

午前 

第３回 策定委員会  
９／２８ 

（月） 

第３回 

中里貝塚史跡広

場計画平面図の

提示 

  整備する施設（トイレや園

路、ベンチなどの便益施設）

のデザインや仕様について

の意見交換 

  その他 

  前回ワークショッ

プの振り返り 

  計画平面図面、模造

紙 

１０／４ 

（日） 

午前 

   第４回 策定委員会 
11 月 

中旬 

第４回 

（最終回） 

基本計画（案）

の報告 

  基本計画概要の説明、報告 

  中里貝塚史跡広場基本計画

図の報告 

  その他 

  これまでのまとめ 

  基本計画図大判図

面 

  基本計画の内容 

１１／２９ 

（日） 

午前 

第５回 策定委員会 
2 月 

上旬 

資料 3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史 跡 中 里 貝 塚  ワークショップ 

かわら版  

第 1 号 （令 和 ２年 ８月 ） 

中里貝塚の「整備・活用」について話し合うワークショップを開催しました！ 

令和２年８月に「第１回中里貝塚ワークショップ」の資料を地域の皆様に送付し、史跡整備について

のご意見をアンケート用紙に記載いただきました。資料の中で、中里貝塚の概要とこのワークショッ

プの目的をご説明し、史跡の活用についてアンケートにご意見を記載いただきました。 

※コロナウイルス感染拡大防止のため、第１回ワークショップは書面開催としました。 

北区飛鳥山博物館（研究エリア）、中里貝塚史跡広場（体験エリア）、 

上中里２丁目広場（体験エリア）とする 3 つのエリアの一体的な活用について 

・最寄り駅（尾久・上中里・王子）に案内板などを充実させて、各所の位置関係をわかりやすく 

道順、内容等を紹介して、多くの人に PR できるようにする 

・案内板により、見学エリア→体験エリアをコースとして紹介する 

・シャトルバスがあったら行く気になると思う 

・貝塚ツアーを企画する（研究エリアで話を聞き、体験エリアまで歩く途中、七社神社前遺跡 

と西ヶ原遺跡に寄って気持ちを縄文時代に向ける 

「中里貝塚史跡広場」をリニューアルしたあと、新たにどのような利用をしたいか、どのよ

うな体験プログラムがあると良いかについて 

・AR・VR を用いて復元したらどうか 

・縄文フェスティバルなどの体験イベントを開催してはどうか 

・シャトルバスがあったら行く気になると思う 

・干し貝をつくる、食べるなどの体験ができるとよい 

「中里貝塚史跡広場」に新たにどんな設備が欲しいかについて 

・案内板、説明板、休憩所（古代人の生活に思いを馳せる建物）、仮想映像（AR・VR） 

・遊具、ベンチ、テーブル、トイレ、四阿、水飲み、飲み物などの売店、防災設備の整備 

地下に埋まっている貝塚を知るためにどのような工夫をしたらよいかについて 

・貝塚そのもの（レプリカで可）を広場の一角に展示する 

・砂浜をイメージして、砂利と芝生で築く・解説板を設置する 

お問い合わせ（事務局） 

北区飛鳥山博物館 TEL:03-3916-1133 



 
史 跡 中 里 貝 塚  ワークショップ 

かわら版  

第 ２号 （令 和 ２年 ９月 ） 

中里貝塚の「整備・活用」について話し合うワークショップを開催しました！ 

令和 2 年 9 月６日に「第 2 回中里貝塚ワークショップ」を開催しました。今回は第１回の意見をも

とに、中里貝塚史跡広場や上中里２丁目広場にどのような整備をした方がよいか、どのような利用を

していきたいかといった具体的な活用方法や整備内容について、話し合っていただきました。 

●施設整備に関すること（ハード） 

・小さいお子さんでも遊べる水遊び場などあると

夏場も遊びやすい 

・ベンチ、水飲み場、日陰のできる施設が欲しい 

・防災訓練のできる場、設備が欲しい 

・この場所が貝塚全体のどの部分であるか、その

一部であることを説明する看板があるとよい 

・貝工場の模型を作り、見学出来るようにする 

・建物を建て、その中に貝塚遺跡を作る 

・トイレを設置してほしい 

●運用、イベントなどに関すること（ソフト） 

・AR・VR を使用して当時の風景を見せる 

・学校教育の一環となるような（課外授業）教

室（建物）を作り、地元の子供達に将来に渡

っての遺跡の伝承を担っていってもらいたい 

・貝殻の発掘体験できるといい 

 

●施設整備に関すること（ハード） 

・JR 線路脇（尾久～上中里～田端～王子）にわかりや

すい看板を付けた方がいい 

・建物の地下に入って貝塚の実物がみられる展示として

はどうか 

・木枠付土坑などの実物または模型で視覚に訴える展示

が欲しい 

■中里貝塚史跡広場について 

■上中里２丁目広場について 

・わかりやすいように PR が大事 
・ベンチ、日陰のできる施設が必要 
・見通しの良い整備をして欲しい、防犯カメラを設置

してほしい 
・虫のつかない木をいれたほうがよい 
・縄文フェスティバルをやってほしい 

・小・中学校で定期的に勉強できるカリキュラムを行う 

・コミュニティバスで 3 つのエリア（飛鳥山博物館、中

里貝塚史跡広場、上中里 2 丁目広場）をつなぐとよい 

◎ワークショップの主な意見◎ 

■共通事項 

お問い合わせ（事務局） 

北区飛鳥山博物館 TEL:03-3916-1133 


